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フレッシュパーソン抱負を語る

新たな環境で一年を過して

讀賣テレビ放送株式会社
総務局情報システム部 長谷川　純　也

　私は 2013 年 3 月に大学院工学研究科応用化学専攻
分子創成コースを修了しました。在学中は茶谷研究室
にて新しい有機合成反応を研究していました。特に有
機金属錯体を利用した触媒反応により、不活性結合で
ある炭素－炭素結合を切断し、新たな合成反応開発・
設計していました。そして、現在は化学の研究とは全
くと言ってよいほど関係のない、テレビ局に勤務して
います。一般的にテレビ局と言えば、バラエティーの
制作プロデューサー、報道記者、カメラマンのような
仕事をイメージすると思われますが、現在私が配属さ
れている部署は情報システム部です。
　本稿ではテレビ局に就職しようと思った理由、そし
て就職してからの 1年半を振り返って感じたこと、こ
れからの抱負を語りたいと思います。
　前述に、テレビ局を志望した理由を述べると大げさ
なことを申し上げましたが、単純にテレビが好きであ
るという理由でした。幼いころからテレビが好きであ
り、新たな情報、笑い、感動を提供してくれるテレビ
に常に魅力を感じていました。当時から番組制作につ
いて興味はあったのですが、実際に就職先としてテレ
ビ局を考え始めたのは就職活動を始める直前でした。
テレビに関係する知識や経験があったわけではなく、
単にテレビが好きで、番組制作に携わりたい、特にカ
メラをやりたいという気持ちで就職を決めました。そ
の気持ちだけは誰にも負けないと意気揚々と入社し、
初めに配属された部署が情報システム部でした。
　就職活動するにあたり、会社のことは調べていたつ
もりでしたが、情報システム部があることは気にも留
めておらず、入社して初めてそのような部署があるこ
とを知りました。
　情報システム部では、番組や CMの情報を送出シ
ステムに受け渡す営放システムや、社内インフラシス
テムを構築する仕事から、パソコンの機器管理など、
多岐にわたる仕事があります。私の主な仕事は、営放

システムの構築・保守とパソコンの管理です。パソコ
ン管理の仕事は、例えばパソコンが壊れた、メールの
使い方が分からないなど、ユーザからの様々な問い合
わせに対処する仕事から、ハードの機器選定などがあ
ります。大学生時代にはネットサーフィンと、Word
や PowerPoint を少し使用していたという程度で、パ
ソコンに対して苦手意識を持っていましたので、情報
システム部で仕事することに対して不安を感じていま
した。私自身がパソコンの使い方をよく分かっていな
いため、ユーザからの問い合わせには即答できず、「調
べて折り返し回答します」と言って対応する日々が続
きました。研究室に属していた頃はミリグラム単位の
物質を扱い、不純物が混ざっていると化学反応に影響
を及ぼすため、常に細心の注意を払って実験を行って
いました。また、反応させる物質自体やその量を変え
たり、何度も同じような実験を繰り返し行っていまし
たので、コツコツと作業することには少なからず自信
を持っていました。しかし、実際に仕事場でのユーザ
からの問い合わせはパターンが決まっているわけでは
なく、様々な問い合わせがあるため、即時対応ができ
ませんでした。そのため、時間は掛かってしまうので
すが、問い合わせに対する対応方法を一つ一つメモに
残し、一度対応した内容については忘れないことは当
然ですが、派生した問題に対しても対処できるように
しています。現在も新しい事象に直面した時には即座
に対応できないこともありますが、コツコツと積み重
ねることを大切にしながら、学んだことを応用する力
を身に着けていきたいと思います。
　パソコン管理以外に私の主な仕事には、営放システ
ムの構築・保守があります。営放システムとは、テレ
ビ局独自のシステムであり、テレビ番組を放送するに
あたり鍵となるシステムです。営放システムに関して
も様々な使い方があり、また様々な部署が連携して使
用しているシステムのため、ユーザからの問い合わせ
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ることが求められます。茶谷教授には「常に考えなが
ら実験しなさい」とご指導いただきましたが、今にな
り「考える」ことの大切さを痛感しています。
　以上、まとまりのない文章でしたが、日々の積み重
ねを大切にし、今後私が制作した番組を皆様にご覧に
なっていただけるよう精進して参ります。

（応化　平成 23 年卒　25 年前期）

や覚えなければならない事が多くあります。実際に現
場で使用しているユーザが使いやすいようにシステム
を構築することが求められるため、現場ユーザとの話
し合い、コミュニケーションが必要となります。友人
と話す際に求められるコミュニケーション能力とは違
い、どれだけ相手に分かり易く、端的に伝えられるか
を求められます。自分の意見を常に持っていることが
大切であり、そのためには常に問題に対して考えてい


